
お申込み・お問い合せは真岡市観光協会（０２８５）８２－２０１２（ＦＡＸ兼）へ

午前１０：００～11：30
10名
無料※参加者１名につき保険料100円

久保記念館～金鈴荘
　　　～市民会館前～久保講堂

2月16日（日）
２０２5年

文化財浪漫ひな飾りガイド
集合・解散場所
久保記念観光文化交流館

真岡市市政施行７０周年記念協賛事業



文化財巡りコース
このコースは、真岡市の中心部にある国・県・市の指定を受けた4カ所の文化財を訪ねなが

ら、真岡市の文化や歴史に触れる街歩きです。久保記念観光文化交流館を出発し、久保講堂

までを往復します。

このような碑があることを御存知でしょうか。この顕彰碑は市

役所と五行川の間の空き地に建てられており、真岡の政治や教

育、産業振興などに尽力された19人の方々のお名前と実績が

記されています。各地域から推薦された70余名の中から、何回

もの選考会議を経て選ばれた方々です。　

明治百年記念「真岡の礎を築いた人々の碑」

久保講堂は昭和13年に完成し、久保家より真岡小学校に寄贈

された国指定の登録有形文化財の建物です。帝国ホテルを設

計した世界的な建築家フランク・ロイド・ライト氏の高弟遠藤

新（あらた）氏が設計しました。現在は年間を通し文化的な催し

物の展示などに使用されています。

岡部記念館（金鈴荘）は、明治中期に呉服商を営んでいた岡部

家の二代目岡部久四郎氏が建築材料を多年にわたって集め、

10年余りの歳月を費やし建築した建物で、県の有形文化財に

指定されています。岡部記念館の敷地を囲む石塀は礫（れき）

を含んだ硬い凝灰岩で、南側に円形の門があり、市の登録文化

財に指定されています。

久保記念館は明治40年の建築で、久保家が金融業を営んだ

建物で、内部は銀行業務の面影が残っている、市指定の登録

文化財の建物です。


